
令和元年度学校防災教育実践モデル地域研究事業の取組 

 

上島町教育委員会 

１ 取組の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 取組の内容 

                   

 

          

 

 

 

 

 

 

    

 

 

１ 児童生徒が災害について正しく理解し、学校・家庭・地域の防災活動にお

いて的確な安全確保行動をとるとともに自他の命を守るために主体的に行動

できる能力を身に付ける。 

２ 災害時における学校の役割を理解し、児童生徒の命を守るための対策・対

応ができるよう、教職員の資質を高める。 

３ 防災教育の取組を推進するため、拠点校に中核となる教員を位置付けると

ともに、学校と地域との連携及び災害に対する専門家等からの指導・助言に

より、学校防災・地域防災の実践的な知識を習得する。 

４ 研究・検討を重ねることで、より効果的な防災教育の方法を構築し、その

成果を町内の拠点校以外の学校に普及させる。 

 

４月１９日 予告あり避難訓練 

 

 

 

 

 

 
岩城中学校において、地震を想定して予告ありの避難訓練を行った。年度

始めの訓練であるため、新１年生にも分かるように避難経路の確認を確実に

行った。訓練では、地震発生の放送で机の下に入り、その後一時避難場所で

ある運動場へ、安全を確認した後、二次避難場所である高台に避難した。 

５月８日 予告なし避難訓練（遠足） 

 岩城中学校において、学校外で地震が起こった場合を想定し、予告なし

の避難訓練を実施した。班長を中心として、素早く身の安全を確保する行

動をとった。遠足中に実施することで、より実践的な訓練ができた。 



 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

５月２８日 予告あり避難訓練・ＡＥＤ講習会 

 岩城小学校において、予告ありの地震・津波対策の避難訓練を実施した。

その後、上島町消防本部の方々を講師に招き、６年生と保護者を対象に 

ＡＥＤ講習会を開催した。心臓マッサージの方法やＡＥＤの使用法につい 

て学習し、救命救急法に関しての知識を身に付けた。 

５月２８日 上島町総合防災訓練 

 上島町全域で、一斉防災訓練を行い、岩城地区においても、児童生徒が

地域の方々とともに訓練に参加した。発電機の使い方や毛布を使った搬送

の仕方等、地域全体で取り組んだ。児童生徒は、地域の自主防災活動や組

織を知る機会になっただけでなく、防災における地域貢献について考えを

深めた。 

６月２６日 救急救命講習会 

岩城中学校において、上島町消防本部の方々を招き、救急救命講習会を

開催した。心臓マッサージの方法やＡＥＤの使用法について学習し、参加

した生徒には普通救命講習修了証が授与された。 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

８月２２日 防災学習会（敬老会主催） 

 岩城地区敬老会の主催による防災学習会を開催した。地域のお年寄りだ

けでなく、小中学生や保育園児、保護者等、幅広い世代が集まり、心臓マ

ッサージの仕方を学習したり、防災について学んだりして、危機管理意識

を高めた。 

８月２４日 越智郡（上島町）ＰＴＡ研究大会 

 上島町内の小中学校教職員、保護者が集まり防災教育の在り方について

協議した。上島町危機管理室から、防災における町の取組について、岩城

小・中学校ＰＴＡからは、防災教育の取組発表を行い、その後、各校に分

かれて避難所運営ゲームを行い、各地区の避難所対策について考えを深め

た。 

８月２６日～８月２８日 防災教育先進校・被災地視察研修① 

 脇坂順三教頭（岩城小学校）、村上教美教頭（岩城中学校）、２名が被災

地視察を行った。１日目には、仙台市の荒浜地区を中心に視察を行い、自

然災害の脅威や復興に向けての被災地の前向きな取組について研修した。 

 



 

 

  

    

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

   

 

９月６日 予告なし避難訓練 

岩城小学校において、９月の防災週間に予告なしの避難訓練を行った。

様々な場合を想定しながら、現実に即した実践的な避難訓練を継続してい

くことで、児童の安全意識・防災意識の向上に努めた。 

９月１３日 小中合同避難訓練 

 小中学校合同で避難訓練を行った。避難完了後は、地区別に避難の場所

や避難の仕方について中学生が中心となって話し合った。また、訓練の振

り返りを行うことで、避難に対する自分の課題を確認した。 

８月２６日～８月２８日 防災教育先進校・被災地視察研修② 

 ２日目は、南三陸町に移動し、町全体の視

察、語り部ガイドさんによる講話、南三陸町

立歌津中学校の防災教育先進校視察を行っ

た。子どもたちが生き抜くための防災教育の

推進、人間力の育成や地域力の向上に向けた

取組を学び、その後、校内研修や実践委員会

の報告に生かした。 



 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

９月２５日 小中合同防災学習会 

 岩城小・中学校全児童生徒を対象に、愛媛県土木部及び上島町消防本部

の協力を得て、小中合同防災学習会を開催した。防災に関する講話、防災

マップを使って岩城地区の危険場所の確認、模型実験装置を用いた土砂災

害の対応策等について学習した。また、起震車による地震体験や土石流３

Ｄ体験シアターや降雨体験等を疑似体験する中で、災害の恐怖、早期避難

の大切さを学んだ。 

１０月 防災マップの作成（中学校） 

 岩城中学校１年生が中心となり、岩城地区のハザードマップを活用しな

がら、予想される災害、避難場所、避難経路を想定し、防災マップの作成

の計画を立案した。その後、計画を基に地域の方々にも多数参加していた

だき、防災士の説明を聞きながら調査をした。その後、実地踏査で得られ

た①危険場所、②安全と思われる場所、③災害時に役立つもの、④避難所、

を中心に防災マップとしてまとめた。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

１０月１８日 木造住宅耐震化普及啓発出前授業 

岩城小学校４・５・６年生を対象に、愛媛県建築住宅課の方々を招き、

木造住宅耐震化普及啓発出前授業を行った。過去の地震例を基に、地震被

害の様子を知るとともに、住宅を耐震化することの必要性を学んだ。 

１０月２０日 中学校防災参観日・地域ふれあい学習会・講演会 

岩城中学校において、防災参観日を実施した。各学年の授業では、災害

時における家族との連絡の取り方や、避難所の運営の仕方、災害時におけ

る必要なスキル等を保護者と一緒になって取り組み、考えを深めた。後半

は、教育委員会主催で近見中学校、越智敦子養護教諭を講師に招き、地域

ふれあい学習会（防災教育講演会）を開催した。「被災地からのメッセージ」

と題して、東日本大震災復旧で派遣された御自身の体験を基に、防災から

人間の生き方について心に残るお言葉をいただいた。 

１１月１９日 防災マップ説明会 

 岩城中学校１年生が、岩城小学校を訪問し、防災マップ説明会を行った。 

各地区に分かれ、防災マップを作成した中学生が防災マップを提示し、危

険場所や避難場所等の説明を行った。中学生は、小学生に説明することで

さらに、避難経路等の再確認をするとともに防災に関する意識を高めた。

小学生は、具体的な場所等を知ることで今後の避難についての見通しをも

つことができた。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

１１月 防災カルテの作成 

 

 

 

 岩城小・中学校全児童生徒は、防災カルテを作成した。防災マップを活

用しながら、災害の種類に応じた避難場所、各自の避難方法や家族との連

絡方法等の確認を行った。また、学校の登下校中に災害が起きた場合の待

機場所や家族への伝言方法も明記した。 

１１月２０日 小学校防災参観日・防災教育セミナー 

岩城小学校では、防災参観日として、これまで防災について各教科等で 

学習してきたことを学習発表会として保護者や地域の方々に紹介した。「み

んなで守ろう大切な命」をテーマに発表をする中で、自助・共助の大切さ

を理解していった。その後、南相馬市観光ボランティアの岩橋光善先生を

講師に招き、「人と人がつなぐ支援」と題して上島町主催による防災教育セ

ミナーを開催した。 

１２月２５日 合同地区別避難訓練 

 岩城小・中学校全児童生徒が、２学期終業式後、防災マップ、防災カル

テ等の作成の学びを生かしながら、合同地区別避難訓練を行った。訓練後、

各地区の防災士から児童生徒に対して指導をしていただいた。 



３ 学校防災教育実践モデル地域研究事業における実践委員会と成果発表会 

 

   実践委員会構成員と実施日及び主な内容 

 

 

 

 

   成果発表会 

 

①  期  日  令和元年１２月１７日 

②  会  場  岩城小学校 

③  研究主題  「生きる力」を育む防災教育（岩城小・中学校） 

④  授業公開  学級活動「災害から身を守ろう」６年生 渡部まりや教諭 

⑤  取組発表  岩城小学校の取組 

       岩城中学校の取組 

⑥  研究協議 

⑦  指導助言  愛媛大学防災情報研究センター  二神 透 准教授 

   



４ 取組の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今後の具体的な取組 

 

○ 災害についての授業を通して、適切な行動の基となる知識を育むことが  

 できた。 

○ 防災・減災について考える授業を実施したことで、自他の命を守るため 

 に主体的に行動しようとする意欲が高まった。 

○ 学習した知識と繰り返しの避難訓練により、思考力・判断力が身に付い 

 た。 

○ 教職員も児童生徒も、実践力が身に付きつつあり、「自助」「共助」の意 

 識が高まった。 

○ 授業や体験学習などへの保護者の参加により、保護者の防災への関心が 

 高まった。また、地域の方々に教わったり、家族で話し合ったりする機会 

 をもつことで、地域全体の安全に対する理解が深まった。 

〇 拠点校での充実した取組を実践委員会や成果発表会を通じて、モデル地 

 域内の小中学校に伝達することができた。 

〇 災害時における確かな思考力・判断力を身に付けるには、継続的・系

統的指導が必要である。 

○ 情報を取捨選択し、自分の言葉で表現したり、判断したりする力を付

けることが必要である。 

○ 安全学習を教育活動の様々な場面に位置付け、実践していかなければ

ならない。 

○ 効果的な指導になるように、より系統だった年間計画に改善していく

必要がある。また、災害が起きた時だけでなく、被災した後の行動にも

目を向ける必要がある。 

○ 年齢や立場に応じて、共助ができるよう、実践力を身に付けていく必

要がある。防災カルテを見ると、避難場所が本当にそれでいいのかと疑

問に思えるものであったので、より安全に避難できるように、改良を重

ねる必要がある。 

○ 防災教育は、地域･家庭･学校が一体となって取り組むことに意味があ

り効果がある。今後も協力しながら研究を深めていく。 

 

〇 町危機管理室等、行政機関と連携し避難場所の再確認をする。 

〇 町内小学校児童・教職員全員分の非常持ち出し袋を配布する。 

〇 岩城地区以外の小中学校の防災カルテを作成する。 

〇 災害発生を想定して取るべき行動を計画するマイタイムラインの作成 

に向けて準備していく。 

 


